
 

鴨川市地域公共交通会議 令和４年度第４回会議 

会 議 録 

日時：令和５年１月 12日（木） 

午後２時から午後２時 40分まで 

場所：鴨川市役所７階 会議室 

１ 会長及び委員 

役職等 所属・職 氏 名 備  考 

会長 鴨川市 副市長 平川 潔  

副会長 
社会福祉法人鴨川市社会福祉協議会 

事務局 局長 
羽田 幸弘  

 
日東交通株式会社 

運輸部 部長 
髙橋 晴樹  

 
有限会社鴨川タクシー 

代表取締役 
本多 信介  

 
国土交通省関東運輸局千葉運輸支局 

首席運輸企画専門官 
髙橋 直人  

 
千葉県鴨川警察署 

交通課 課長 
太田 雅之  

 
千葉県安房土木事務所 

鴨川出張所 所長 
石渡 照康  

 千葉県総合企画部交通計画課 

企画調整班 班長 
渡邉 彰  

 
鴨川市校長会 

会長 
前田 桂子  

 
東日本旅客鉄道株式会社 

安房鴨川駅 駅長 
山田 茂夫  

 

【欠席委員】 

役職等 所属・職 氏 名 備  考 

 
一般社団法人千葉県バス協会 

専務理事 
成田 斉  

 
小湊鐵道株式会社 

バス部 部長 
深山 宏樹  

 日東交通労働組合 

安房支部 支部長（鴨川担当） 
高橋 克博  

 利用者代表 藤本 文子  

 利用者代表 平野 元美  

 利用者代表 里見 桂子  

 

２ 事務局 

所属・職 氏 名 備  考 

鴨川市企画総務部 部長 大久保 孝雄  
鴨川市企画総務部企画政策課 課長 滝口 俊孝  

鴨川市企画総務部企画政策課 課長補佐 鈴木 英毅  

鴨川市企画総務部企画政策課 住み続けたいまちづくり係 係長 星野 誠  
鴨川市企画総務部企画政策課 住み続けたいまちづくり係 主事 加藤 貴啓  



 

[配布資料] 

・次第、席次表、出席者名簿、委員名簿 

・資料１ 地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について 

・資料２ 民間路線バス金谷線及び長狭線の再編の修正について 

・資料３ 民間路線バス鴨川市内線の再編について 
 

■議事要旨 

１ 開会（午後２時） 司会 企画総務部企画政策課 滝口課長 

・配布資料の確認 

・会議の成立、公開の報告 

 

２ 会長あいさつ 

（要旨） 

 ご多用の中、出席いただき感謝する。 

 本日の会議では、３件の事項について、ご協議をお願いする。 

 詳しくは、事務局から説明があるが、忌憚のないご意見をいただけるようお願い申し上

げ、会議の冒頭に当たっての挨拶とさせていただく。 

 

３ 議事  議長 平川会長 

 会長が議長として進行 

 

  会議録署名人として、石渡照康 委員を指名 

 

 協議案件１ 地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について 

（事務局から、資料１に即して説明） 

 

  羽田委員：公共交通乗り方教室について、プログラム内容の改善・拡充を検討すると

あるが、具体的にどのようなものか。 

  事 務 局：現在は、公共交通についての座学や、日東交通（株）及び（有）鴨川タク

シーに協力をいただき、バスやタクシーの乗車体験等を行っているが、こ

れに鉄道を組み込むことを検討したいと考えている。 

昨年、東日本旅客鉄道（株）から、勝浦駅・館山駅間の経営状況が大変厳

しいとの公表もあったことから、この取組みを通して、子ども達に鉄道も

身近に感じてもらい、利用促進に繋がればと考えている。 

  前田委員：子ども達は、バスを知っているし、走っているのも見ているが、自分が乗

るとは思っていない。公共交通乗り方教室を行うことによって、バスの利

用者としての体験ができることは、大変意義のあることなので、この事業

が実施されていく方向に進んで欲しい。 

       昨年12月、田原小学校の低学年が路線バスを利用して鴨川シーワールドへ

行ったが、良かったなと実感している。今後、校外学習などで大きなバス

を借りることが保護者の負担となることから、路線バスやＪＲを活用して



いくことも検討している。 

 

      ↓ 

   資料のとおり承認 

 

 協議案件２ 民間路線バス金谷線及び長狭線の再編の修正について 

（事務局から、資料２に即して説明） 

 

  羽田委員：現段階での時限的とは、どの程度を想定しているか。 

  事 務 局：日東交通（株）と協議しているが、半年間程度の意向なので、それを踏ま

えて調整していく。 

  髙橋委員：時限的な措置の間に、利用者が好調であれば８往復便を維持するのか。 

  事 務 局：金谷線及び長狭線の減便検討に至った背景は、路線維持のために交付して

いる補助金が非常に多額に上っていることから。路線として機能させるた

めには、１日６往復便程度が必要と考えたが、支障をきたす方がいるとの

ことで、改めて協議のうえ、暫定的に２往復便を復活とした。 

       人口や利用者減少は変わらないと考えているので、今回の再編によって、

利用が著しく好転するとは想定していない。利用状況に関わらず、基本的

には６往復便への減便対応を考えている。 

      ↓ 

   資料のとおり承認 

 

 協議案件３ 民間路線バス鴨川市内線の再編について 

（事務局から、資料３に即して説明） 

 

  髙橋委員：再編の説明会は地区ごとに行うのか。 

  事 務 局：鴨川市内線の沿線地区は、小湊、天津、東条、鴨川及び太海の５地区であ

るが、各地区１回の説明会を実施する予定である。 

      ↓ 

   資料のとおり承認 

 

４ その他 

  事 務 局：次回会議については、３月に開催を予定しており、鴨川市内線の再編に係

る説明会の開催結果や、コミュニティバスの再編についての協議をお願い

したい。 

 

５ 閉会（午後２時40分） 

 

以上 

 

 



令和５年１月17日 

 

会議録署名人   石渡 照康   


